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ひとのこころは、簡単にこわれてしまうも

のだから、私たちは、もっともっと、こころ

を、大切にあつかわなければなりませ

ん。 

 

乱暴なことばをかけたり、そしったり、な

じったり、まして、こころにもないことを言

ってはいけません。 

 

かろんじてはいけません。どうでもいい

ような対応をしてはいけません。相手が

望まないことを一方的に、押しつけたり

してはいけません。 

 

ぶつかりそうになったときは、ていねい

に、対話しなさい。意見のちがうときほど、

こころを静めて、相手のことばに耳をか

たむけなさい。 

 

自分の尺度ではかるのをやめて、相手

の思いをまるごと汲み取る気持ちで、聴

きなさい。 

 

そうして、相手への敬意を忘れずに、自

分の伝えたい思いを、誠実に伝えなさ

い。 

 

…それだけ一気に言って、「ことば」は、

途絶えました。珍しく雄弁な語りでした。

（誰…？ 笑） 

 

「ひとのこころは、簡単にこわれてしまう

ものだなあ」。今朝、ふと思ったのです。

思ったとたんに、それらのことばが、一

気に、降り注いできたのです。 

 

もしかしたら、ひとは、ことばをもったとき、

同時に、ことばによる苦しみを引き受け

てしまったのではないか。そんなことを

思いました。 

 

もしかしたら、ひとは、ことばの使いかた

を、充分に習得する前に、ことばを使うこ

とを知ってしまったのではないか。そん

なことも思いました。 

 

それは、あたかも、おさない子どもの手

のとどくところに、うっかりマッチやライタ

ーなどを置いたままにしてしまい、気が

つくと、火事になりかけてしまったという

話にも似て。 

 

私たち、ひとという種は、まだ、ことばと

いうものを充分にあつかえるほどには、

成熟してはいないのではないか。 

 

成熟していないにもかかわらず、手に入

れてしまったものを、不用意に使ってし

まっているのではないか。 

 

そんな妄想が湧いてくるほどに、ことば

を介して、ひととひとは、すれちがうこと

が多いのです。 

 

ことばとどのように向き合うか。それは、

どんなことばを使うかに、かかわります。 

 

どんなことばを使うか。それは、外がわ

にたいしても、内がわにたいしても、吟

味が必要なことです。 

 

外がわにたいして、前向きなことばを使

っていても、内がわにたいして、否定的

なことばを投げかけていては、こころは

かえって混乱します。 

 

もう一度、自分のこころと、ていねいに向

き合う必要があると思いました。 

 

どんな自分であるために、どんなことば

を使うのか。自分とことばをつなげたとき、

ようやく、混乱がおさまりました。 

 

たとえば、自分にたいして否定的なこと

ばを使いそうになったとき、それを使うこ

とによって、どんな自分になりたいのか

を考えてみるのです。 

 

わかりにくいときには、ひとにたいして、

それを使ったとしたら、どうなるか、照ら

してみればいいのです。 

 

そうやって、ことばと、誠実に向き合って

みるのです。そうやって、こころと、誠実

に向き合ってみるのです。 

 

ありたい自分であるために、ありたいこと

ばを選ぶのです。そうすれば、ちゃんと、

ありたいこころでいられます。 

 

あとは、ただゆっくりと、積み重ねていけ

ばいいのです。いつかそれが習慣にな

る日まで。 

 

今日の、私の気づきです。私も今日から

はじめます。 
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